
門の話題長

9

仙
崎
ト
ロ
あ
じ
旬
宣
言
発
令
イ
ベ
ン
ト

地
域
で
お
い
し
さ
の
宣
伝
を

　

 

６
月
11
日
（土）
、
仙
崎
市
場
で

水
揚
げ
さ
れ
る
マ
ア
ジ
が
、
現
在

旬
の
時
期
を
迎
え
た
た
め
、
期
間

限
定
で
旬
宣
言
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド

名
「
仙
崎
ト
ロ
あ
じ
」
の
発
令
イ

ベ
ン
ト
と
、
そ
の
即
売
会
が
仙
崎

魚
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

宣
言
は
、
旬
を
迎
え
た
マ
ア
ジ
の

平
均
脂
質
含
有
量
が
10
％
以
上
に

な
る
と
、
県
漁
協
長
門
統
括
支
店

に
よ
っ
て
発
令
さ
れ
る
も
の
で

す
。
発
令
式
で
は
、
同
統
括
支
店

の
津
室
喜
久
運
営
委
員
長
が
旬
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
即
売
会
で
は
、
旬
を

迎
え
た
仙
崎
ト
ロ
あ
じ
を
味
わ
お

う
と
、
た
く
さ
ん
の
買
い
物
客
が

訪
れ
、
行
列
を
作
り
ま
し
た
。

だ
れ
で
も
チ
ャ
リ
Ｔ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

Ｔ
シ
ャ
ツ
で
被
災
者
支
援

　

 

６
月
11
日
（土）
、
ウ
エ
ー
ブ

で
「
だ
れ
で
も
チ
ャ
リ
Ｔ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
」
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
出
品
者
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作

し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
販
売
、
売

上
金
を
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

へ
の
義
援
金
と
し
て
寄
附
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
市
内
は
も
ち
ろ

ん
遠
く
は
カ
ナ
ダ
か
ら
、
50
人
、

118
枚
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
中
継
さ
れ
、
市
民
モ
デ
ル
15

人
が
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
始

ま
り
、
各
Ｔ
シ
ャ
ツ
へ
温
か
い
支

援
の
入
札
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
（土）
、
三
隅
の
宗
頭
文

化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
14
回
三
隅
上

地
区
ホ
タ
ル
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
種
バ
ザ
ー
や
木
工
ク

ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
（土）
、
渋
木
の
長
門
市

渋
木
の
旧
大
畑
小
を
会
場
に
、「
蛍

の
ふ
る
里
ま
つ
り
IN
大
畑
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
焼

き
鳥
な
ど
の
バ
ザ
ー
や
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
大
勢
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

同
じ
日
に
俵
山
で
は
、
俵
山
頭

振
川
み
ど
り
の
砂
防
公
園
駐
車
場

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
手
づ
く
り
ほ

た
る
祭
り
in
俵
山
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
種
バ
ザ
ー
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
ホ
タ
ル
祭
り

山
里
の
風
情
を
楽
し
む

▲蛍のふる里祭り IN大畑

▼手づくりほたる祭り in 俵山

▲三隅上地区ホタル祭り

市
内
老
人
施
設
で
災
害
対
応
訓
練

想
定
外
を
想
定
し
て

　

６
月
12
日
（日）
、
市
内
小
河
内
の

老
人
施
設
「
ゆ
も
と
苑
」・「
吉
祥

苑
」・「
き
ら
ら
の
里
」
で
災
害
対

応
訓
練
が
行
わ
れ
、
長
門
市
消
防

本
部
・
長
門
警
察
署
・
地
元
消
防

団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
ま
ず
、
吉
祥
苑
内
で

床
下
浸
水
が
発
生
し
た
こ
と
を
他

の
２
施
設
へ
連
絡
、
119
番
へ
通
報

を
行
い
ま
し
た
。  

続
い
て
、
3

施
設
の
職
員
は
入
苑
者
の
誘
導
を

開
始
、
到
着
し
た
消
防
隊
の
援
助

を
受
け
な
が
ら
入
苑
者
全
員
の
避

難
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

  

訓
練
終
了
後
、
吉
祥
苑
の
辻
野

施
設
長
が
「
防
災
は
想
定
外
の
こ

と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
日
の
訓
練
を
今
後
に
活
か

し
、
人
命
は
絶
対
に
守
り
ま
す
」

と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。
消
防
本
部
で
は
、
今
後
同
様

な
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

空
手
道
体
験
教
室
開
催

礼
と
節
を
重
ん
じ
る

　

６
月
16
日
（木）
、向
陽
小
学
校
で
、

空
手
道
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
10
月
の
「
お
い

で
ま
せ
!
山
口
国
体
」
空
手
道
競

技
の
練
習
会
場
と
な
る
小
・
中
学

校
を
対
象
に
、
山
口
県
空
手
道
連

盟
に
よ
る
指
導
を
行
う
こ
と
で
、

空
手
道
競
技
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

教
室
で
は
、
3
年
生
以
上
の
児

童
50
名
が
参
加
、山
下
進
先
生
が
、

「
空
手
道
と
は
身
を
守
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
、
礼
と
節
を
重

ん
じ
る
人
間
形
成
の
「
道
」
で
す
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

員
で
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

翌
日
の
17
日
（金）
に
は
仙
崎
中
学

校
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲入苑者に寄り添いながら避難誘導

▼迅速に負傷者を搬送

▲向陽小学校でのようす
▼仙崎中学校でのようす

▲インターネット配信されたようす
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日
韓
海
峡
海
岸
一
斉
清
掃

山
口
県
の
海
岸
を
守
る

11 2011.7.1 10

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会

地
域
に
根
付
い
た
運
動
を

　

６
月
10
日
（金）
、
第
61
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会
が
、

市
役
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

と
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

犯
罪
者
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
運
動
で
、
保
護
司

会
や
、
更
生
保
護
女
性
会
、
民
生

児
童
委
員
、
学
校
関
係
者
な
ど
約

65
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

実
施
委
員
長
の
南
野
市
長
は

「
す
べ
て
の
市
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
に
努
め
、
地
域
に
根
付
い

た
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山

口
保
護
観
察
所
の
嘉
屋
進
所
長
が

「
更
生
保
護
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

湯
本
温
泉
お
と
ず
れ
夜
市
「
じ
ゃ
ら
ん
・
じ
ゃ
ら
ん
」

田
屋
な
す
で
地
産
地
消
を
Ｐ
Ｒ

　

６
月
４
日
（土）
、
湯
本
の
音
信
川

河
川
公
園
で
湯
本
温
泉
お
と
ず
れ

夜
市
「
じ
ゃ
ら
ん
じ
ゃ
ら
ん
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
夜
市
は
10

月
ま
で
の
毎
月
第
１
土
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
夜
市
で

は
地
元
食
材
を
使
っ
た
バ
ザ
ー
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
は
地
産
地
消
Ｐ
Ｒ
と
し

て
地
元
の
食
材
「
田
屋
な
す
」
の

無
料
試
食
会
が
開
か
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
今
が
旬
の
田
屋
な
す
の

味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

地
元
の
温
泉
入
浴
券
を
か
け
て

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
事
務
局　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
２
４
５
市
民
会
議
事
務
局　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
２
４
５

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
状
況
に
つ
い
て

主
な
支
援
活
動
の
状
況

　
　
　
　
　
　
（
５
月
以
降
）

■
募
金
（
６
月
21
日
現
在
）

◆ 

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

長
門
市
地
区
（
市
福
祉
課
に

て
受
付
）

　

１
７
、２
４
７
、６
７
９
円

◆ 

山
口
県
共
同
募
金
会
長
門
支

会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

て
受
付
）

　

４
、４
７
９
、３
１
３
円

■
救
援
物
資

　

現
在
は
募
集
を
中
止
し
て
い

ま
す
。

 

■      

人
的
派
遣
状
況

◆
市
職
員　

４
人

・ 

期
間　

６
月
６
日

　
　
　
　
　
　

〜
７
月
３
日

 ・ 

派
遣
先　

福
島
県
郡
山
市

 ・ 

業
務
内
容　

罹
災
証
明
発
行

に
係
る
家
屋
調
査
（
１
人
７

日
間
）

■
被
災
者
支
援

◆ 

行
政
支
援
と
し
て
、
市
営
住

宅
の
提
供
、
各
種
減
免
制
度

を
適
用
、
空
き
家
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す

◆ 

市
民
会
議
か
ら
災
害
見
舞
金
、

生
活
一
時
金
を
支
給
し
て
い

ま
す　

■
被
災
地
支
援

　

世
界
一
長
い
や
き
と
り
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
て
い
た
福

島
県
川
俣
町
の
「
川
俣
シ
ャ

モ
」、
会
津
若
松
市
の
「
会
津

地
鶏
」
の
風
評
被
害
防
止
の

た
め
、「
ど
ね
〜
の
青
海
島
」

や
「
み
す
み
ハ
ー
ブ
を
愉
し

む
日
」
に
て
焼
き
鳥
な
ど
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
支
援
に
つ
い
て

■ 

募
金
・
人
的
派
遣　

　

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
募
金

に
つ
い
て
は
当
面
９
月
30
日

ま
で
と
し
ま
す
。
個
人
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地

に
行
か
れ
る
場
合
は
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
22-

８
２
９
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■      

被
災
地
支
援
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
現
在
開
会
中
の
６

月
市
議
会
に
震
災
関
連
補
正

予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

議
決
後
、
こ
の
市
補
助
金
と

義
援
金
の
一
部
を
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
被
災
地
へ
の
一

層
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る
被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
か
ら

市
民
会
議
事
務
局  

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

℡
23-

１
２
４
５

「どね～の青海島」で販売

　

６
月
12
日
（日）
、
日
韓
海
峡
海
岸

漂
着
ご
み
一
斉
清
掃
が
油
谷
大
浜

海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
日
韓
８
自
治
体
に
よ
る
共
同

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
長
門
市

と
山
口
県
が
主
催
し
て
行
っ
た
も

の
で
す
。
こ
の
日
の
大
浜
海
岸
は

雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
約
400
人
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
二
井
山
口
県
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
菱
海
中
学
校
3
年

の
中
澤
樹
君
と
梅
光
女
学
院
大
学

に
留
学
中
の
韓
国
人
、
崔
愛
壬
さ

ん
が
海
岸
を
美
し
く
し
て
い
こ
う

と
、お
互
い
に
誓
い
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
海
岸
に
打
ち
上
げ
あ
れ

て
い
る
ご
み
を
回
収
。
合
計
、
5.4

ト
ン
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。

美
し
い
楊
貴
妃
が
よ
み
が
え
る

島し

ま

づ壽 

利り

え依 

さ
ん
（
主
演
・
楊
貴
妃
役
）

ちょっと
小耳に

　

油
谷
に
伝
わ
る
楊
貴
妃
伝
説
を

を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
楊
貴
妃
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
ト
」

が
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
パ
タ
屋
で
無

料
で
公
開
中
で
す
。
こ
れ
は
、
油

谷
に
観
光
客
を
招
い
て
地
域
を
元

気
に
し
よ
う
と
、
パ
タ
屋
オ
ー

ナ
ー
の
嶋
田
日
直
男
さ
ん
が
企
画

し
た
も
の
で
、
脚
本
は
油
谷
こ
ど

も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
代
表
の
伊
藤
寿

真
男
さ
ん
が
手
が
け
ま
し
た
。

　

主
演
の
楊
貴
妃
役
を
務
め
る
の

は
、同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
元
団
員
、

島
壽
利
依
さ
ん
。
現
在
北
九
州
市

立
大
学
３
年
生
で
す
。
見
所
に
つ

い
て
訪
ね
る
と
島
壽
さ
ん
は
「
楊

貴
妃
が
玄
宗
皇
帝
へ
の
思
い
を
歌

い
、
踊
る
シ
ー
ン
で
す
ね
。
体
全

体
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
公
演
日

　

７
／
９
、
７
／
23
、
８
／
６

　

８
／
20
、
９
／
10
、
９
／
24

　

10
／
８
（
隔
週
土
曜
日
）

■
時
間

　

19

：

00
〜

　

20

：

30
〜

※ 

２
回
公
演

※ 

雨
天
の
場

合
は
室
内

で
公
演

▲野外ステージでの公演


